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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加圧した洗浄水によって洗浄される水洗大便器であって、
　汚物を受けるボウル部と、上記ボウル部に加圧した洗浄水を吐出しリム洗浄を行うリム
吐水部及び上記ボウル部の底部に形成され加圧した洗浄水を吐出しジェット洗浄を行うジ
ェット吐水部と、上記ボウル部の底部から延びる排水トラップ管路と
を備えた便器本体と、
　洗浄水を貯水する貯水タンクと、
　給水源から供給された洗浄水を上記貯水タンクに吐止水する弁手段と、
　上記貯水タンクに接続され、貯水タンク内の洗浄水を吸入する吸入部と、上記リム吐水
部に接続されるリム側排出部と、
　上記ジェット吐水部に接続されるジェット側排出部と、を備えた加圧ポンプと、
　上記加圧ポンプを制御することにより、上記貯水タンク内の洗浄水を上記リム吐水部か
ら上記ボウル部に吐水させる上記リム洗浄を実行、及び上記リム洗浄と上記ジェット吐水
部から吐水させる上記ジェット洗浄を実行し、上記ボウル部へ洗浄水を吐水させる制御手
段と、を有し、
　上記加圧ポンプは、一方向及び他方向の双方向に回転可能な羽根車を備えた回転可逆ポ
ンプであり、上記羽根車が一方向に回転している場合には、上記貯水タンク内の洗浄水を
上記リム側排出部に吐水し、上記羽根車が他方向に回転している場合には、上記貯水タン
ク内の洗浄水を上記リム側排出部及び上記ジェット側排出部の双方に吐水するように構成



(2) JP 6621049 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

され、
　更に、上記羽根車の回転方向を逆方向へと切り替える際に、上記羽根車の回転速度を減
速させる回転負荷手段を備える水洗大便器。
【請求項２】
　上記回転負荷手段は、上記羽根車が停止するまで減速を続ける請求項１に記載の水洗大
便器。
【請求項３】
　更に、上記加圧ポンプにより加圧されて上記貯水タンクから上記便器本体に吐水された
洗浄水量を検知し、その検知した信号を上記制御手段に出力する吐水量検知手段と、上記
吐水量検知手段が検知した吐水量に基づいて、所定量の洗浄水量を吐水するために必要と
した時間を計測する時間計測手段と、を有し、
　上記制御手段は、上記時間計測手段が計測結果に基づいて、上記加圧ポンプの上記羽根
車の回転数を制御する請求項１又は２に記載の水洗大便器。
【請求項４】
上記吐水量検知手段は、上記貯水タンク内に設けられて上記貯水タンク内の水位を検知す
る水位センサである請求項３に記載に水洗大便器。
【請求項５】
　上記吐水量検知手段は、上記加圧ポンプと上記リム吐水部との間に設けられ、上記リム
吐水部から吐水される洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサ、及び／又は、上記加圧ポ
ンプと上記ジェット吐水部との間に設けられ、ジェット吐水部から吐水される洗浄水の瞬
間流量を検知する流量センサである請求項３に記載の水洗大便器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係り、特に、加圧した洗浄水によって洗浄される水洗大便器に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、加圧した洗浄水によって洗浄される水洗大便器として、例えば、特許文献１
に記載されているように、便器洗浄水を貯える貯水タンク内に設けられたポンプと、この
ポンプから便器本体のボウル部のリム吐水部及びジェット吐水部のそれぞれに洗浄水を排
出する各排出管とを備えたものが知られている。
　このような特許文献１に記載されている従来の水洗大便器においては、リム吐水部若し
くはジェット吐水部の一方から吐水、或いは、リム吐水部及びジェット吐水部の双方から
の同時吐水を実現するために、ポンプの下流側の排出管の途中にソレノイド・ダイヤフラ
ム弁等の弁手段が設けられている。
【０００３】
　また、加圧した洗浄水によって洗浄される従来の他の水洗大便器として、例えば、特許
文献２に記載されているように、リム吐水は、給水源から供給される水道水をリム吐水口
から直接供給し、一方、ジェット吐水は、貯水タンクに貯水された洗浄水をポンプで加圧
し、この加圧された洗浄水をジェット吐水口から吐出させて、ボウル部を洗浄するように
なっている水洗大便器も知られている。
　このような特許文献２に記載されている従来の水洗大便器においては、例えば、まず、
リム吐水口から洗浄水を吐水し（前リム洗浄）、このリム吐水口からの吐水が終了した後
、ジェット吐水口から洗浄水を吐水し、さらに、このジェット吐水口からの吐水が終了し
た後に再度リム吐水口から洗浄水を吐水する（後リム洗浄）ようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３５４２６２２号公報（特開平６－２６４４８２号公報）
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【特許文献２】特開２０１０－１５６２０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載された従来の水洗大便器においては、特に大
流量を必要とするジェット吐水部への吐水を制御するため、ポンプの下流側の排出管の途
中に設けられているソレノイド・ダイヤフラム弁等の弁手段については、洗浄性能を担う
単位時間当りの吐水量を確保するように弁手段の内部の流路断面積を広くする必要がある
。したがって、弁手段自体の大型化が避けられず、弁手段の設置に伴う製品費用の増加、
組立工数の増加するため、これらをいかに低減させるかが要請された課題となっている。
　また、上述した特許文献２に記載された従来の水洗大便器においては、貯水タンク内の
洗浄水をポンプで加圧することによりジェット吐水口のみから吐水させることはできるが
、リム吐水口のみから吐水させたり、或いは、リム吐水口及びジェット吐水口の双方から
吐水させたりすることができないため、給水源から供給される洗浄水の流動圧力が低水圧
環境下（例えば、０．０５ＭＰａ未満）では、特にリム吐水口からの吐水を安定した吐水
を行うことが難しいという問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明者らは、まず、洗浄水タンク内の洗浄水を加圧してリム吐水口及びジェ
ット吐水口のそれぞれに供給可能な加圧ポンプとして、正転方向と逆転方向の双方向に回
転可能な羽根車を備えた回転可逆ポンプに着目し、この回転可逆ポンプを採用することに
より、洗浄水タンクから便器本体のリム吐水部とジェット吐水部に供給する洗浄水の流量
を調整する弁手段等を加圧ポンプ以外に用いる必要がなく、これらの弁手段に要する占有
スペースを削減することができ、水洗大便器全体を小型化することができると共に、給水
源から供給される洗浄水の流動圧力が低水圧環境下においても安定した吐水を行うことが
できることを見出した。
　しかしながら、このような回転可逆ポンプを採用した場合、例えば、加圧ポンプの羽車
の回転方向を正転方向から逆転方向に切り替える際、その切り替え中においては、正転方
向の回転に依るリム吐水部及び／又はジェット吐水部への洗浄水の供給が続いてしまい、
無駄水の発生要因になるという問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述した問題を解決するためになされたものであり、水洗大便器全
体を小型化することができると共に、給水源から供給される洗浄水の流動圧力が低水圧環
境下においても安定した吐水を行うことができ、無駄水の発生を抑制することができる水
洗大便器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、加圧した洗浄水によって洗浄される水洗大便器であっ
て、汚物を受けるボウル部と、上記ボウル部に加圧した洗浄水を吐出しリム洗浄を行うリ
ム吐水部及び上記ボウル部の底部に形成され加圧した洗浄水を吐出しジェット洗浄を行う
ジェット吐水部と、上記ボウル部の底部から延びる排水トラップ管路とを備えた便器本体
と、洗浄水を貯水する貯水タンクと、給水源から供給された洗浄水を上記貯水タンクに吐
止水する弁手段と、上記貯水タンクに接続され、貯水タンク内の洗浄水を吸入する吸入部
と、上記リム吐水部に接続されるリム側排出部と、上記ジェット吐水部に接続されるジェ
ット側排出部と、を備えた加圧ポンプと、上記加圧ポンプを制御することにより、上記貯
水タンク内の洗浄水を上記リム吐水部から上記ボウル部に吐水させる上記リム洗浄を実行
、及び上記リム洗浄と上記ジェット吐水部から吐水させる上記ジェット洗浄を実行し、上
記ボウル部へ洗浄水を吐水させる制御手段と、を有し、上記加圧ポンプは、一方向及び他
方向の双方向に回転可能な羽根車を備えた回転可逆ポンプであり、上記羽根車が一方向に
回転している場合には、上記貯水タンク内の洗浄水を上記リム側排出部に吐水し、上記羽
根車が他方向に回転している場合には、上記貯水タンク内の洗浄水を上記リム側排出部及
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び上記ジェット側排出部の双方に吐水するように構成され、更に、上記羽根車の回転方向
を逆方向へと切り替える際に、上記羽根車の回転速度を減速させる回転負荷手段を備える
。
【０００９】
　このように構成された本発明においては、加圧ポンプが、一方向及び他方向の双方向に
回転可能な羽根車を備えた回転可逆ポンプであるため、羽根車が一方向に回転している場
合には、貯水タンク内の洗浄水を加圧ポンプのリム側排出部に吐水し、便器本体のリム吐
水部から吐水してリム洗浄を実行することができる。一方、羽根車が他方向に回転してい
る場合には、貯水タンク内の洗浄水をリム側排出部及びジェット側排出部の双方に吐水し
、便器本体のリム吐水部及びジェット吐水部のそれぞれから吐水してリム洗浄及びジェッ
ト洗浄の双方を実行することができる。したがって、給水源から供給される洗浄水の流動
圧力が低水圧環境下（例えば、０．０５ＭＰａ未満）においても、加圧ポンプによる吐水
により安定した吐水を行うことができる。また、加圧ポンプとして、一方向及び他方向の
双方向に回転可能な羽根車を備えた回転可逆ポンプを用いているため、加圧ポンプによる
吐水のみでリム吐水とジェット吐水を容易に行うことができる。さらに、貯水タンクから
便器本体のリム吐水部とジェット吐水部に供給する洗浄水の流量を調整するための手段を
加圧ポンプ以外に用いる必要がなく、これらの加圧ポンプ以外の手段に要する占有スペー
スを削減することができるため、水洗大便器全体を小型化することができる。
　また、回転負荷手段により、回転速度を減速させることができ、より早期に回転速度を
低下させ、逆方向へと回転を切り替えることができる。したがって、回転方向の切り替え
の際に生じ得る無駄水の発生を抑制することができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、上記回転負荷手段は、上記羽根車が停止するまで減速を
続ける。
【００１１】
　このように構成された本発明においては、加圧ポンプの羽根車の回転方向を切り替える
際に、羽根車が停止した状態にて、逆方向への回転を開始することができ、加圧ポンプへ
の機械的負荷を抑制することができる。
【００１４】
　本発明において、好ましくは、更に、上記加圧ポンプにより加圧されて上記貯水タンク
から上記便器本体に吐水された洗浄水量を検知し、その検知した信号を上記制御手段に出
力する吐水量検知手段と、上記吐水量検知手段が検知した吐水量に基づいて、所定量の洗
浄水量を吐水するために必要とした時間を計測する時間計測手段と、を有し、上記制御手
段は、上記時間計測手段が計測結果に基づいて、上記加圧ポンプの上記羽根車の回転数を
制御する。
【００１５】
　このように構成された本発明においては、加圧ポンプにより加圧されて貯水タンクから
便器本体に吐水された洗浄水量を検知し、その検知した信号を制御手段に出力する吐水量
検知手段と、その検知した信号を制御手段に出力する吐水量検知手段と、吐水量検知手段
が検知した吐水量に基づいて、所定量の洗浄水量を吐水するために必要とした時間を計測
する時間計測手段をさらに有しており、制御手段が、吐水量検知手段が検知した洗浄水量
及び時間計測手段により計測した時間に基づいて加圧ポンプの羽根車の回転数を制御する
ため、例えば、給水源から供給される洗浄水の流動圧力が変動した際や、便器本体の流路
内における圧力損失により瞬間流量が変動した際にも、それら変動に応じた羽根車の回転
数の制御をすることができる。したがって、加圧ポンプによる吐水をより安定させること
ができるとともに、変動に応じた制御により無駄水の発生を抑制することができる。
【００１６】
　本発明において、好ましくは、上記吐水量検知手段は、上記貯水タンク内に設けられて
上記貯水タンク内の水位を検知する水位センサである。
【００１７】
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　このように構成された本発明においては、吐水量検知手段が貯水タンク内に設けられて
貯水タンク内の水位を検知する水位センサであるため、貯水タンクから便器本体に吐水さ
れる吐水量に応じた制御手段による制御が可能となることに加えて、貯水タンクから洗浄
水がオーバーフローすることを抑制することができる。
【００１８】
　本発明において、好ましくは、上記吐水量検知手段は、上記加圧ポンプと上記リム吐水
部との間に設けられ、上記リム吐水部から吐水される洗浄水の瞬間流量を検知する流量セ
ンサ、及び／又は、上記加圧ポンプと上記ジェット吐水部との間に設けられ、ジェット吐
水部から吐水される洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサである。
【００１９】
　このように構成された本発明においては、吐水量検知手段が、加圧ポンプとリム吐水部
との間に設けられてリム吐水部から吐水される洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサ、
及び／又は、加圧ポンプとジェット吐水部との間に設けられ、ジェット吐水部から吐水さ
れる洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサであるため、貯水タンク内の水位を検知する
よりも正確に貯水タンクから便器本体に吐水される吐水量に応じた制御手段による吐水制
御が可能となる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の水洗大便器によれば、水洗大便器全体を小型化することができると共に、給水
源から供給される洗浄水の流動圧力が低水圧環境下においても安定した吐水を行うことが
でき、さらに、無駄水の発生を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１実施形態による水洗大便器を示す全体構成図である。
【図２】図２の（ａ）は、本発明の第１実施形態による水洗大便器の加圧ポンプの概略平
面図であり、図２の（ｂ）は、本発明の第１実施形態による水洗大便器の加圧ポンプの概
略側面断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態による加圧ポンプの羽根車の基本構造を模式的に示す模式
図である。
【図４】本発明の第１実施形態による水洗大便器の基本動作を示すタイムチャートである
。
【図５】本発明の第１実施形態の変形例による水洗大便器の圧力損失に応じた動作を示す
フローチャートである。
【図６】本発明の第２実施形態による水洗大便器を示す全体構成図である。
【図７】本発明の第２実施形態による水洗大便器の基本動作を示すタイムチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　つぎに、添付図面を参照して、本発明の第１実施形態による水洗大便器を説明する。
　まず、図１は、本発明の第１実施形態による水洗大便器を示す全体構成図である。
　図１に示すように、本発明の第１実施形態による水洗大便器１は、陶器製の便器本体２
と、この便器本体２の後方上部には、局部洗浄装置４を含む機能部６が配置されている。
【００２５】
　便器本体２には、汚物を受けるボウル部８と、このボウル部８の底部から延びる排水ト
ラップ管路１０と、ジェット吐水を行うジェット吐水口１２と、リム吐水を行う第１リム
吐水口１４及び第２リム吐水口１６が形成されている。
　ジェット吐水口１２は、ボウル部８の底部に形成されており、排水トラップ管路１０の
入口に指向してほぼ水平に配置され、洗浄水を排水トラップ管路１０に向けて吐出するよ
うになっている。
　２つのリム吐水口１４，１６は、ボウル部８の上部側方に形成されており、ボウル部８



(6) JP 6621049 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

の縁に沿って洗浄水を吐出するようになっている。
【００２６】
　排水トラップ管路１０は、入口部１０ａと、この入口部１０ａから上昇するトラップ上
昇管１０ｂと、このトラップ上昇管１０ｂから下降するトラップ下降管１０ｃとからなり
、トラップ上昇管１０ｂとトラップ下降管１０ｃとの間が頂部１０ｄとなっている。
【００２７】
　本実施形態による水洗大便器１では、貯水タンク１８が加圧ポンプ２０からジェット吐
水口１２及び第２リム吐水口１６から吐水すべき洗浄水を貯水するように構成されており
、ジェット吐水口１２におけるジェット吐水及び第１リム吐水口１４における第１のリム
吐水に関しては、詳細は後述するように、機能部６に内蔵された貯水タンク１８に貯水さ
れた洗浄水を加圧ポンプ２０によって加圧することにより行われるようになっている。
　また、水洗大便器１自体は、洗浄水を供給する水道に直結されており、水道の給水圧力
により第２リム吐水口１６から洗浄水が第２のリム吐水として吐出されるようになってい
る。
【００２８】
　つぎに、図１により、第１実施形態による水洗大便器１の機能部６の詳細について説明
する。
　図１に示すように、機能部６には、加圧ポンプ２０、定流量弁２２、貯水タンク給水用
電磁弁２４、第２リム吐水用電磁弁２６、貯水タンク給水用バキュームブレーカ２８、第
１リム給水用バキュームブレーカ３０、ジェット給水用バキュームブレーカ３２、及び第
２リム吐水用バキュームブレーカ３４が内蔵されている。
　また、機能部６には、電磁弁２４，２６の開閉操作、及び、加圧ポンプ２０の正転と逆
転の回転数や作動時間等を制御するコントローラ３６が内蔵されている。
　さらに、コントローラ３６は、タイマー３６ａを備えており、このタイマー３６ａが計
測した時間に基づいて各電磁弁２４，２６の開閉動作や加圧ポンプ２０の作動を制御する
ことができるようになっている。
【００２９】
　定流量弁２２は、止水栓３８及びストレーナ４０を介して流入した洗浄水を所定の流量
以下に絞るためのものである。
　また、定流量弁２２を通過した洗浄水は、電磁弁２４，２６のそれぞれに流入し、貯水
タンク給水用電磁弁２４を通過した洗浄水は、貯水タンク１８に供給されるようになって
いる。
　一方、第２リム吐水用電磁弁２６を通過した洗浄水は、第１リム吐水口１４に供給され
るようになっている。
　すなわち、各電磁弁２４，２６は、コントローラ３６の制御信号により開閉され、各電
磁弁２４，２６に供給された洗浄水を貯水タンク１８及び第２リム吐水口１４のそれぞれ
に流入させ、又は停止させるようになっている。
【００３０】
　貯水タンク給水用バキュームブレーカ２８は、定流量弁２２から貯水タンク給水用電磁
弁２４を通過した洗浄水を貯水タンク１８へ導く貯水タンク側給水路４２の途中に配置さ
れ、洗浄水の貯水タンク１８からの逆流を防止している。
　また、貯水タンク給水用バキュームブレーカ２８の大気開放部から溢れた洗浄水は、戻
り管路４４を通って貯水タンク１８に流入するようになっている。
【００３１】
　第１リム吐水用バキュームブレーカ３０は、貯水タンク１８から加圧ポンプ２０を通過
した洗浄水を第１リム吐水口１４へ導く第１リム側給水路４６の途中に配置され、洗浄水
の第１リム吐水口１４からの逆流を防止し、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０から吐水
された洗浄水が便器本体２の第１リム吐水口１４以外に流入することを防ぐ流入防止手段
として機能するようになっている。
　また、第１リム吐水用バキュームブレーカ３０の大気開放部から溢れた洗浄水は、戻り
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管路４４を通って貯水タンク１８に流入するようになっている。
【００３２】
　ジェット給水用バキュームブレーカ３２は、貯水タンク１８から加圧ポンプ２０を通過
した洗浄水をジェット吐水口１２へ導くジェット側給水路４８の途中に配置され、洗浄水
のジェット吐水口１２から加圧ポンプ２０への逆流を防止している。
　また、ジェット給水用バキュームブレーカ３２の大気開放部から溢れた洗浄水は、戻り
管路５０を通って貯水タンク１８に流入するようになっている。
【００３３】
　第２リム吐水用バキュームブレーカ３４は、定流量弁２２から第２リム吐水用電磁弁２
６を通過した洗浄水を第２リム吐水口１６へ導く第２リム側給水路５２の途中に配置され
、洗浄水の第２リム吐水口１６からの逆流を防止し、第２リム吐水用電磁弁２６を通過し
た洗浄水（直圧の水道水）が便器本体２の第２リム吐水口１６以外に流入することを防ぐ
流入防止手段として機能するようになっている。
　また、第２リム吐水用バキュームブレーカ３４の大気開放部から溢れた洗浄水は、戻り
管路４４を通って貯水タンク１８に流入するようになっている。
【００３４】
　さらに、第１リム側給水路４６は、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０と第１リム吐水
用バキュームブレーカ３０とを接続する第１流路４６ａと、第１リム吐水口１４と第１リ
ム吐水用バキュームブレーカ３０とを接続する第第２流路４６ｂとを備えていると共に、
第２リム側給水路５２が、第２リム吐水用電磁弁２６と第２リム吐水用バキュームブレー
カ３４とを接続する第１流路５２ａと、第２リム吐水口１６と第２リム吐水用バキューム
ブレーカ３４とを接続する第２流路５２ｂとを備えている。
　これらにより、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０から第１リム側給水路４６を経て第
１のリム吐水口１４に吐水される場合には、第２リム吐水用バキュームブレーカ３４が第
２リム側給水路５２の第１流路５２ａを閉止して、第１リム側給水路４６の第２流路４６
ｂから第１リム吐水口１４よりボウル部８へ吐水することができるようになっている。
　一方、第２リム吐水用電磁弁２６から第２リム側給水路５２を経て第２のリム吐水口１
６に吐水される場合には、第１リム吐水用バキュームブレーカ３０が第１リム側給水路４
６の第１流路４６ａを閉止して、第２リム側給水路５２の第２流路５２ｂから第２リム吐
水口１６よりボウル部８へ吐水することができるようになっている。
【００３５】
　また、貯水タンク１８とジェット側給水路４８との間には、オーバーフロー流路５４が
設けられ、このオーバーフロー流路５４の上端５４ａは貯水タンク１８内に開口し、その
下端５４ｂは、ジェット側給水路４８に接続されている。このオーバーフロー流路５４に
は、フラッパー弁５６が設けられており、このフラッパー弁５６により、洗浄水のジェッ
ト吐水口１６から貯水タンク１８への逆流を防止すると共に、貯水タンク１８とジェット
側給水路４８との間の縁切りを行うことができるようになっている。
【００３６】
　さらに、本実施形態においては、貯水タンク１８の内部には、加圧ポンプ２０により加
圧されて貯水タンク１８から便器本体２に吐水された洗浄水量を検知し、その検知した信
号をコントローラ３６に出力する吐水量検知手段である水位センサとして、上端フロート
スイッチ５８及び下端フロートスイッチ６０がそれぞれ配置されており、貯水タンク１８
内の水位を検出できるようになっている。上端フロートスイッチ５８は、貯水タンク１８
内の水位が所定の貯水水位Ｗ１に達するとオンに切り替わり、コントローラ３６がこれを
検知して、貯水タンク給水用電磁弁２４を閉鎖するようになっている。
　一方、下端フロートスイッチ６０は、貯水タンク１８内の水位が所定の水位Ｗ２まで低
下するとオンに切り替わり、コントローラ３６がこれを検知して、加圧ポンプ２０を停止
させるようになっている。
【００３７】
　つぎに、図１～図３を参照して、本実施形態の水洗大便器１の加圧ポンプ２０について
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説明する。
　ここで、図２の（ａ）は、本発明の第１実施形態による水洗大便器の加圧ポンプの概略
平面図であり、図２の（ｂ）は、本発明の第１実施形態による水洗大便器の加圧ポンプの
概略側面断面図である。また、図３は、本発明の第１実施形態による加圧ポンプの羽根車
の基本構造を模式的に示す模式図である。
　まず、図２の（ａ）及び（ｂ）に示すように、加圧ポンプ２０は、ケーシング６２と、
このケーシング６２内に正転方向及び逆転方向の双方向に回転可能に設けられた羽根車で
あるインペラ６４と、コントローラ３６からの指令によりインペラ６４を回転させるモー
タ（図示せず）とを備えており、インペラ６４の回転による遠心力を利用して貯水タンク
１８内の洗浄水を圧送する回転可逆遠心ポンプである。
【００３８】
　また、図１、図２の（ａ）及び（ｂ）に示すように、ケーシング６２の上部には、貯水
タンク１８から延びる洗浄水管路６６（図１参照）に接続されて且つインペラ６４が正転
方向及び逆転方向に回転することにより貯水タンク１８内の洗浄水を洗浄水管路６６から
ケーシング６２内に吸入する吸入部６８が設けられている。
　さらに、図１、図２の（ａ）及び（ｂ）に示すように、ケーシング６２の外周部には、
第１リム側給水路４６に接続されるリム側排出部７０と、ジェット側給水路４８に接続さ
れるジェット側排出部７２とがそれぞれ設けられている。
　例えば、インペラ６４が正転方向に回転している場合には、ケーシング６２内の洗浄水
がジェット側排出部７２からジェット側給水路４８を経てジェット吐水口１２に排出され
るようになっている。一方、インペラ６４が逆転方向に回転している場合には、ケーシン
グ６２内の洗浄水がリム側排出部７０から第１リム側給水路４６を経て第１リム吐水口１
４のみに排出されるようになっている。
【００３９】
　また、図３に示すように、インペラ６４を回転させるモータＭはＳＷ１～ＳＷ４の４つ
のスイッチ手段により動作する。ＳＷ１及びＳＷ４がオン且つＳＷ２及びＳＷ３がオフと
なる場合、モータＭの一方側端子と電源のプラス側とが、モータＭの他方側端子と電源の
マイナス側とが、それぞれ接続され、インペラ６４は正転方向に回転する。一方、ＳＷ１
及びＳＷ４がオフ且つＳＷ２及びＳＷ３がオンとなる場合、モータＭの一方側端子と電源
のマイナス側、モータＭの他方側端子と電源のプラス側とが、それぞれ接続され、インペ
ラ６４は逆転方向に回転する。さらに、ＳＷ１及びＳＷ２がオン且つＳＷ３及びＳＷ４が
オフとなる場合、又は、ＳＷ１及びＳＷ２がオフ且つＳＷ３及びＳＷ４がオンとなる場合
、モータＭの両端子がショートすることで発電機として作用し、回転を止める方向に回転
力が生じる。即ち、インペラ６４の回転方向を切り替える際に、ＳＷ１及びＳＷ２をオン
且つＳＷ３及びＳＷ４をオフとする、又は、ＳＷ１及びＳＷ２をオフ且つＳＷ３及びＳＷ
４をオンとすることで、インペラ６４の回転速度を減速させる回転負荷手段として機能さ
せることができる。なお、本発明において、回転負荷手段はこのような形態に限定される
ものではなく、例えば、ストッパ等によるメカニカルブレーキや、回生ブレーキにより回
転速度を減速させる形態であってもよい。
【００４０】
　なお、本実施形態では、加圧ポンプ２０のインペラ６４が正転方向に回転している場合
に、ケーシング６２内の洗浄水がジェット側排出部７２からジェット側給水路４８を経て
ジェット吐水口１２のみに排出可能な形態について説明するが、このような形態に限られ
ず、インペラ６４が正転方向に回転している場合に、ケーシング６２内の洗浄水がジェッ
ト側排出部７２からジェット側給水路４８を経てジェット吐水口１２のみに排出されると
共に、ケーシング６２内の洗浄水がリム側排出部７０から第１リム側給水路４６を経て第
１リム吐水口１４に排出可能な形態であってもよい。また、インペラ６４が逆転方向に回
転している場合に、ケーシング６２内の洗浄水がリム側排出部７０から第１リム側給水路
４６を経て第１リム吐水口１４のみに排出されると共に、その排出される洗浄水量に比べ
て少ない量の洗浄水がジェットケーシング６２内の洗浄水がジェット側排出部７２からジ



(9) JP 6621049 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

ェット側給水路４８へ排出される形態であってもよい。この形態によれば、ジェット側給
水路４８からジェット側排出部７２を経て洗浄水が逆流することを抑制することができる
。
【００４１】
　また、図１に示すように、貯水タンク１８と加圧ポンプ２０との間の洗浄水管路６６の
途中には、フラッパー弁７４が設けられており、貯水タンク１８内の水位が加圧ポンプ２
０の高さよりも低くなった場合や、一方向に回転しているインペラ６４が一旦停止して他
方向の回転方向に変更して回転する場合に、加圧ポンプ２０のケーシング６２内の洗浄水
が洗浄水管路６６から貯水タンク１８に逆流し、加圧ポンプ２０のケーシング６２内の洗
浄水が抜けて、加圧ポンプ２０の始動時にケーシング６２内の呼び水がなくなるのを防止
するようになっている。
　なお、このような加圧ポンプ２０のケーシング６２内の呼び水がなくなるのを防止する
対策として、加圧ポンプ２０が停止した際に、加圧ポンプ２０のジェット側排出部７２に
接続されるジェット側給水路４８内の洗浄水がケーシング６２内にヘッド圧として作用す
るように、ジェット側給水路４８の位置を加圧ポンプ２０のジェット側排出部７２の位置
よりも上方に設定したり、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０に接続される第１リム側給
水路４６内の洗浄水がケーシング６２内にヘッド圧として作用するように、第１リム側給
水路４６の位置を加圧ポンプ２０のリム側排出部７０の位置よりも上方に設定してもよい
。或いは、貯水タンク１８内の洗浄水の水圧が加圧ポンプ２０のケーシング６２内にヘッ
ド圧として常時作用するように加圧ポンプ２０の位置を貯水タンク１８の下方よりの位置
に設定してもよい。
【００４２】
　さらに、加圧ポンプ２０と第１リム吐水口１４との間の第１リム側給水路４６の途中に
は、第１リム吐水口１４から吐水される洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサ７６が設
けられている。
【００４３】
　つぎに、図１～図４を参照して、上述した本発明の第１実施形態による水洗大便器１の
動作（作用）について説明する。
　図４は、本発明の第１実施形態による水洗大便器の基本動作を示すタイムチャートであ
る。
　まず、図４に示すように、待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）では、貯水タンク１８内の洗浄
水の水位が、オーバーフロー流路５４の上端５４ａに相当する満水水位Ｗ０よりも下方の
所定の上限水位Ｗ１にあり、この水位Ｗ１が上端フロートスイッチ５８に達しているため
、上端フロートスイッチ５８がオンしている。
　そして、時刻ｔ１で、使用者が便器洗浄スイッチ（図示せず）を操作すると、コントロ
ーラ３６は、貯水タンク給水用電磁弁２４に信号を送信して開弁させると共に、第１リム
吐水用電磁弁２４に信号を送信して閉弁させる。
　また、コントローラ３６の制御により加圧ポンプ２０がオンし、１回目の第１リム吐水
口１４による第１リム吐水（前リム洗浄）が開始され、その後の時刻ｔ３までの間、コン
トローラ３６が第１シーケンスを実行する。この第１シーケンスの実行により、貯水タン
ク１８内の洗浄水が加圧ポンプ２０を経て第１リム側給水路４６に供給され、第１リム吐
水口１４から所定量の洗浄水が吐出される。
　ここで、貯水タンク給水用電磁弁２４は、時刻ｔ１～ｔ１３まで開弁し、水道から供給
された洗浄水が止水栓３８及びストレーナ４０を経て定流量弁２２に流入する。
　さらに、定流量弁２２では、水道の給水圧力が高い場合には、通過する洗浄水の流量が
所定流量に制限され、給水圧力が低い場合には、洗浄水は流れを制限されることなくその
まま通過される。そして、定流量弁２２を通過した洗浄水は、貯水タンク給水用電磁弁２
４を通過し、貯水タンク側給水路４２を流れ、貯水タンク給水用バキュームブレーカ２８
を通過し、貯水タンク１８内に流入する。
【００４４】
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　さらに、時刻ｔ１で加圧ポンプ２０がオンすると、インペラ６４が逆転方向に回転し、
インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が時刻ｔ２で所定回転数Ｎ１［ｒｐｍ］に達するまで
加速する。
　そして、インペラ４６は、時刻ｔ２以後、一定の所定回転数Ｎ１で逆転方向に回転し、
時刻ｔ３で加圧ポンプ２０がオフとなり、コントローラ３６は、モータＭの両端子をショ
ートさせ、回転を止める方向に回転力を生じさせ、これによりインペラ６４が減速する、
その後、時刻ｔ４でインペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が０となり、加圧ポンプ２０が実
質的に停止する。
　このような時刻ｔ１～時刻ｔ４までの加圧ポンプ２０のインペラ６４の逆転方向の回転
により、貯水タンク１８内の洗浄水が洗浄水管路６６を経て加圧ポンプ２０の吸入部６８
からケーシング６２内に吸入された後、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０から第１リム
側給水路４６に圧送される。そして、第１リム側給水路４６の洗浄水は、第１リム吐水口
１４から所定の瞬間流量Ｑ１［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ１＝１０Ｌ／ｍｉｎ）で第１リ
ム吐水（図４参照）として吐出される。第１リム吐水口１４から吐出された洗浄水はボウ
ル部８内を旋回しながら下方へ流下し、ボウル部８の内壁面が洗浄される。
　なお、第１リム側給水路４６の洗浄水の瞬間流量Ｑ１は流量センサ７６によって検知さ
れ、この検知した信号がコントローラ３６に送信され、第１リム吐水口１４における吐水
量が所定量になるように加圧ポンプ２０が制御される。
【００４５】
　一方、時刻ｔ１～ｔ５では、第２リム吐水用電磁弁２６は閉弁しているため、第２リム
吐水口１６による第２リム吐水（図４参照）は行われない。
　さらに、インペラ６４が逆転方向に回転している間（ｔ１～ｔ４）は、加圧ポンプ２０
のジェット側排出部７２からジェット給水路４８に洗浄水が供給されないため、ジェット
吐水口１２からのジェット吐水（図４参照）も行われない。
　また、図４に示すように、時刻ｔ１以後、加圧ポンプ２０の作動により貯水タンク１８
内の洗浄水が洗浄水管路６６を経て加圧ポンプ２０の吸入部６８に吸入されるため、貯水
タンク１８の水位が、上端フロートスイッチ５８が検知する所定の上限水位Ｗ１よりも低
下し、上端フロートスイッチ５８がオフとなる。
　一方、下端フロートスイッチ６０は、貯水タンク１８内の水位が所定の下限水位Ｗ２よ
りも上回っているため、オフの状態となっている。
【００４６】
　つぎに、図４に示すように、時刻ｔ５～ｔ１１では、コントローラ３６が第２シーケン
スを実行し、貯水タンク１８内の洗浄水が加圧ポンプ２０を経てジェット側給水路４８に
供給され、ジェット吐水口１２から所定量の洗浄水が吐出されるジェット吐水による洗浄
が行われると共に、第２リム吐水用電磁弁２６が開弁し、第２リム側給水路５２から第２
リム吐水口１６に供給される水道水の第２リム吐水のみによる洗浄（中リム洗浄）が行わ
れる。
　具体的には、時刻ｔ５でコントローラ３６の制御により再び加圧ポンプ２０がオンし、
加圧ポンプ２０のインペラ６４は、正転方向に回転し、インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ
］が時刻ｔ６で所定回転数Ｎ２［ｒｐｍ］に達するまで加速した後、時刻ｔ７まで一定の
所定回転数Ｎ２［ｒｐｍ］で正転方向に回転する。なお、この所定回転数Ｎ２は、時刻ｔ
２～ｔ３までの所定回転数Ｎ１よりも小さく設定される。
【００４７】
　なお、時刻ｔ３で加圧ポンプ２０がオフとなり、第１シーケンスが終了し、時刻ｔ５で
加圧ポンプ２０が再びオンとなり、第２シーケンスが開始するまでの時間（ｔ５－ｔ３）
は、加圧ポンプ２０のインペラ６４が逆転方向の回転から正転方向の回転に切り替わるま
でのタイムラグ（ｔ５－ｔ３）であり、このタイムラグ（ｔ５－ｔ３）においては、例え
ば、０．５ｍｓｅｃに設定される。この間、特に、時刻ｔ４では、インペラ６４が実質的
に停止しても、貯水タンク１８と加圧ポンプ２０との間の洗浄水管路６６の途中のフラッ
パー弁７４により、加圧ポンプ２０のケーシング６２内の洗浄水が洗浄水管路６６から貯
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水タンク１８に逆流し、加圧ポンプ２０のケーシング６２内の洗浄水が抜けて、加圧ポン
プ２０の始動時にケーシング６２内の呼び水がなくなるのが防止される。
【００４８】
　さらに、時刻ｔ７～ｔ８では、インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が所定回転数Ｎ１［
ｒｐｍ］よりも大きい最大の所定回転数Ｎ３［ｒｐｍ］に達するまでインペラ６４が加速
し、時刻ｔ８～ｔ９では、インペラ６４が一定の所定回転数Ｎ３［ｒｐｍ］で正転方向に
回転する。
　また、時刻ｔ９～ｔ１０では、インペラ６４は、最大の所定回転数Ｎ３［ｒｐｍ］から
所定回転数Ｎ１まで減速し、時刻ｔ１０～ｔ１１では、インペラ６４が一定の所定回転数
Ｎ１［ｒｐｍ］で正転方向に回転する。そして、時刻ｔ１１で加圧ポンプ２０がオフとな
り、コントローラ３６は、モータＭの両端子をショートさせ、回転を止める方向に回転力
を生じさせ、これによりインペラ６４が減速し、その後の時刻ｔ１２でインペラ６４の回
転数Ｎ［ｒｐｍ］が０となり、加圧ポンプ２０が実質的に停止し、以後、次の２回目の便
器洗浄が開始されるまで、加圧ポンプ２０は停止状態が維持される。
【００４９】
　すなわち、これらの時刻ｔ５～ｔ１１の第２シーケンスによる加圧ポンプ２０の動作に
より、時刻ｔ５で１回目のジェット吐水口１２によるジェット吐水が開始されると、貯水
タンク１８内の洗浄水が洗浄水管路６６を経て加圧ポンプ２０の吸入部６８からケーシン
グ６２内に吸入された後、加圧ポンプ２０のジェット側排出部７２から、ジェット側給水
路４８のそれぞれに圧送される。
　そして、ジェット側給水路４８の洗浄水は、ジェット吐水口１２から所定の瞬間流量Ｑ
２［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ２＝８５Ｌ／ｍｉｎ）でジェット吐水（図４参照）として
吐出され、排水トラップ管路１０内に流入し、排水トラップ管路１０を満水にしてサイホ
ン現象を引き起こす。このサイホン現象により、ボウル部８内の溜水及び汚物は、排水ト
ラップ管路１０に吸引され、排水管Ｄから排出される。
　同時に、時刻ｔ５～ｔ１１においては、第２リム吐水用電磁弁２６が開弁し、第２リム
側給水路５２を通過した洗浄水（直圧の水道水）は、第２リム吐水口１６から所定の瞬間
流量Ｑ３［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ３＝６Ｌ／ｍｉｎ）で第２リム吐水として吐出され
、ボウル部８内を旋回しながら下方へ流下し、ボウル部８の内壁面が洗浄される。
【００５０】
　なお、本実施形態では、時刻ｔ５～ｔ１１の間の第２シーケンスにおいて、第２リム吐
水口１６から第２リム吐水を行う例について説明しているが、第２リム吐水口１６から第
２リム吐水を行う代わりに、第２リム吐水用電磁弁２６が閉弁すると共に、加圧ポンプ２
０のリム側排出部７０から第１リム側給水路４６を経て第１リム吐水口１４から第１リム
吐水を行い、便器本体２のジェット吐水口１２及び第１リム吐水口１４のそれぞれからの
同時吐水を行うようにしてもよい。
　或いは、さらなる変形例として、時刻ｔ５～ｔ１１の間の第２シーケンスにおいて、第
１リム吐水口１４の第１リム吐水や第２リム吐水口１６の第２リム吐水を一切行わず、ジ
ェット吐水口１２のジェット吐水のみを行うようにして、節水化を行ってもよい。
【００５１】
　つぎに、時刻ｔ１１で第２リム吐水用電磁弁２６が閉弁し、第２シーケンスの第２リム
吐水及びジェット吐水による洗浄（中リム洗浄）が終了し、第２シーケンスが終了した後
、時刻ｔ１２付近で貯水タンク１８内の水位が下限水位Ｗ２を下回ると、下端フロートス
イッチ６０がオンとなる。
　そして、時刻ｔ１３～ｔ１４において、貯水タンク給水用電磁弁２４が閉弁すると共に
、第２リム吐水用電磁弁２６が再び開弁し、第２リム側給水路５２から第２リム吐水口１
６に供給される水道水の第２リム吐水のみによる洗浄（後リム洗浄）が所定の瞬間流量Ｑ
４［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ４＝６Ｌ／ｍｉｎ）で行われる第３シーケンスが実行され
る。
　ここで、時刻ｔ１以後、加圧ポンプ２０の作動により貯水タンク１８内の水位が上端フ



(12) JP 6621049 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

ロートスイッチ５８の位置よりも低下して上端フロートスイッチ５８がオフになった後、
時刻ｔ１２付近で貯水タンク１８内の水位が下限水位Ｗ２を下回り、下端フロートスイッ
チ６０がオンとなると、第１シーケンスにおいて加圧ポンプ２０により第１リム吐水口１
４に吐水された吐水量と第１シーケンスにおいて加圧ポンプ２０によりジェット吐水口１
２に吐水された吐水量との総吐水量を検知し、コントローラ３６は、この検知した吐水量
に基づいて、時刻ｔ１３～ｔ１４までの第３シーケンスにおいて、第２リム吐水用電磁弁
２６を開弁する。
【００５２】
　つぎに、時刻ｔ１４において、貯水タンク給水用電磁弁２４が再び開弁すると共に、第
２リム吐水用電磁弁２６が再び閉弁し、貯水タンク側給水路４２から貯水タンク１８に所
定の瞬間流量Ｑ５［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ５＝６Ｌ／ｍｉｎ）で給水され、貯水タン
ク１８内の水位が上昇する。
　そして、時刻ｔ１５で、貯水タンク１８内の水位が所定の下限水位Ｗ２よりも上昇する
と、下端フロートスイッチ６０がオフとなり、さらに、貯水タンク１８内の水位が上昇し
て、時刻ｔ１６で所定の上限水位Ｗ１に達すると、上端フロートスイッチ５８がオンとな
る。
　そして、時刻ｔ１７において、貯水タンク給水用電磁弁２４が閉弁し、貯水タンク１８
がほぼ満水状態となり、時刻ｔ１７以後については、次の２回目の便器洗浄が開始される
まで、上述した元の待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）と同様な状態となる。
【００５３】
　なお、上述したように、本実施形態では、加圧ポンプ２０が真空ポンプとは異なる遠心
ポンプであり、ケーシング６２内に呼び水がない状態ではポンプ機能が果たせなくなるた
め、次回の便器洗浄を開始する際には、貯水タンク１８内に十分な洗浄水量を貯水すると
共に、呼び水等により必ず加圧ポンプ２０のケーシング６２内を水で満たした状態にして
から作動させることはもちろん、加圧ポンプ２０を非常停止した後に復帰動作を行う際に
も、必ずケーシング６２内を洗浄水で満たした状態にしてから作動するようにする。また
、コントローラ３６は、上端フロートスイッチ５８及び下端フロートスイッチ６０による
検知に基づいて、貯水タンク１８内の洗浄水量を検知し、貯水タンク１８内の洗浄水量が
所定量以下となったとき、加圧ポンプ２０のインペラ６４が回転している場合、インペラ
６４の回転を停止させる。さらに、コントローラ３６は、モータＭの動作状態等からイン
ペラ６４の停電等による非常停止を検知する非常停止検知手段を有し、非常停止を検知し
、その後に非常停止から復帰動作する場合、インペラ６４の回転を開始させる前に、まず
、貯水タンク１８内に十分な洗浄水量があるか否かを判断し、ない場合は、貯水タンク給
水用電磁弁２４を開弁させる。さらに、本発明は、復帰動作の際に、貯水タンク１８内に
十分な洗浄水量を貯水する前に、貯水タンク１８内に残っている水を、ジェット吐水口１
２及び／又は第１リム吐水口１４へと水勢を増加させて、加圧ポンプ２０を経由せずに供
給する独立洗浄機構を備えてもよい。
【００５４】
　上述した本発明の第１実施形態による水洗大便器１によれば、加圧ポンプ２０が、正転
方向及び逆転方向の双方向に回転可能なインペラ６４を備えた回転可逆遠心ポンプである
ため、インペラ６４が逆転方向に回転している場合には、貯水タンク１８内の洗浄水を加
圧ポンプ２０のリム側排出部７０に吐水し、便器本体２の第１リム吐水口１４から吐水し
てリム洗浄を実行することができる。
　一方、インペラ６４が正転方向に回転している場合には、貯水タンク１８内の洗浄水を
加圧ポンプ２０のジェット側排出部７２に吐水し、便器本体２のジェット吐水口１２から
吐水してジェット洗浄を実行することができる。
　したがって、給水源である水道に直結された便器本体２に供給される洗浄水の流動圧力
が低水圧環境下（例えば、０．０５ＭＰａ未満）においても、加圧ポンプ２０による吐水
により、安定した吐水を行うことができる。
　また、加圧ポンプ２０として、正転方向及び逆転方向の双方向に回転可能なインペラ６
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４を備えた回転可逆遠心ポンプを用いているため、加圧ポンプ２０による吐水のみでリム
吐水とジェット吐水を容易に行うことができる。
　さらに、貯水タンク１８から便器本体２０の第１リム吐水口１４とジェット吐水口１２
に供給する洗浄水の流量を調整するための手段を加圧ポンプ２０以外に用いる必要がなく
、これらの加圧ポンプ２０以外の手段に要する占有スペースを削減することができるため
、水洗大便器１の全体を小型化することができる。
【００５５】
　また、インペラ６４の回転方向を切り替える際に、ＳＷ１及びＳＷ２をオン且つＳＷ３
及びＳＷ４をオフとする、又は、ＳＷ１及びＳＷ２をオフ且つＳＷ３及びＳＷ４をオンと
することで、インペラ６４の回転速度を減速させる回転負荷手段として機能させることが
できる。そのため、回転負荷手段により、インペラ６４の回転速度を減速させることがで
き、より早期に回転速度を低下させ、正転方向から逆転方向へ、あるいは、逆転方向から
正転方向へと回転を切り替えることができる。したがって、回転方向の切り替えの際に生
じ得る無駄水の発生を抑制することができる。さらに、回転負荷手段による減速は、イン
ペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が０となり、加圧ポンプ２０が実質的に停止するまで行わ
れるため、モータＭへの機械的負荷を抑制することができる。また、加圧ポンプ２０のイ
ンペラ６４が逆転方向の回転から正転方向の回転に切り替わるまでのタイムラグ（ｔ５－
ｔ３）が設けられており、より確実にモータＭへの機械的負荷を抑制することができる。
【００５６】
　さらに、発明の第１実施形態による水洗大便器１によれば、貯水タンク１８内の洗浄水
量が所定量以下となった場合、貯水タンク給水用電磁弁２４を開弁して貯水タンク１８へ
の吐水を行うため、インペラ６４の回転による空気の巻き込みに起因する異音が発生する
ことを抑制することができるとともに、無負荷運転により加圧ポンプ２０の寿命が低下し
てしまうことを抑制することができる。また、貯水タンク１８内の洗浄水量が所定量以下
となり、且つ、加圧ポンプ２０のインペラ６４が回転している場合、インペラ６４の回転
を停止させるため、インペラ６４の回転による空気の巻き込みに起因する異音が発生する
ことをさらに抑制することができるとともに、無負荷運転により加圧ポンプの寿命が低下
してしまうことをさらに抑制することができる。さらに、コントローラ３６は、モータＭ
の動作状態等からインペラ６４の停電等による非常停止を検知する非常停止検知手段を有
し、非常停止を検知し、その後に非常停止から復帰動作する場合、インペラ６４の回転を
開始させる前に、まず、貯水タンク１８内に十分な洗浄水量があるか否かを判断し、ない
場合は、貯水タンク給水用電磁弁２４を開弁させる。そのため、より確実に、インペラ６
４の回転による空気の巻き込みに起因する異音が発生することを抑制することができると
ともに、無負荷運転により加圧ポンプの寿命が低下してしまうことを抑制することができ
る。
【００５７】
　さらに、本実施形態による水洗大便器１によれば、コントローラ３６が貯水タンク１８
から第１リム吐水口１４に所定量の洗浄水を吐水させるように加圧ポンプ２０を制御する
第１シーケンスを実行した後に実行する第２シーケンスにおいて、貯水タンク１８からジ
ェット吐水口１２のみに所定量の洗浄水を吐水させるように加圧ポンプ２０を制御してい
るため、貯水タンク１８から第１リム吐水口１４及びジェット吐水口１２の双方に所定量
の洗浄水を同時に吐水させるように加圧ポンプを制御する場合に比べて節水が可能となる
。
【００５８】
　また、本実施形態による水洗大便器１によれば、給水源から供給された洗浄水を貯水タ
ンク１８又は便器本体２０に吐止水する弁手段が、給水源から供給された洗浄水を貯水タ
ンク１８に吐止水して加圧ポンプ２０を経由させることにより第１リム吐水口１４又はジ
ェット吐水口１２に吐水させる貯水タンク給水用電磁弁２４と、給水源から供給された洗
浄水を貯水タンク１８及び加圧ポンプ２０を経由させることなく第２リム吐水口１６に吐
水させる第２リム吐水用電磁弁２６とを備えていることにより、第２リム吐水用電磁弁２
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６を開弁した状態では、給水源から貯水タンク１８を経由することなく直接的に供給され
た洗浄水（水道直圧の洗浄水）を便器本体２の第２リム吐水口１６に直接的に吐水させる
ことができる。
　したがって、例えば、時刻ｔ５～ｔ１１の間の第２シーケンスにおいて、貯水タンク給
水用電磁弁２４及び第２リム吐水用電磁弁２６のそれぞれを同時に開弁し、便器本体２の
第２リム吐水口１６及びジェット吐水口１２のそれぞれからの同時吐水を容易に行うこと
ができる。
【００５９】
　さらに、本実施形態による水洗大便器１によれば、コントローラ３６が、時刻ｔ５～ｔ
１１の第２シーケンスにおいて、タイマー３６ａが計測した所定時間（ｔ１１－ｔ５）に
基づいて加圧ポンプ２０を正転方向に回転させると共に、第２リム吐水用電磁弁２６を所
定時間（ｔ１１－ｔ５）で開弁することができるため、便器本体２の第２リム吐水口１６
及びジェット吐水口１２のそれぞれからの同時吐水をさらに容易に行うことができる。
【００６０】
　なお、本実施形態の水洗大便器１においては、コントローラ３６が時刻ｔ５～ｔ１１の
第２シーケンスにおいて、タイマー３６ａが計測した所定時間（ｔ１１－ｔ５）に基づい
て加圧ポンプ２０を正転方向に回転させると共に、第２リム吐水用電磁弁２６を所定時間
（ｔ１１－ｔ５）開弁することにより、便器本体２の第２リム吐水口１６及びジェット吐
水口１２のそれぞれからの同時吐水を行う例について説明したが、他の変形例についても
適用可能である。
　例えば、他の変形例として、第２シーケンスでは、コントローラ３６が、タイマー３６
ａが計測した時間に対して応答する代わりに、上端フロートスイッチ５８及び下端フロー
トスイッチ６０が検知した情報に基づいて貯水タンク１８から加圧ポンプ２０を経てジェ
ット吐水口１２に供給される所定量の洗浄水を検知し、この検知した洗浄水量に基づいて
第２リム吐水用電磁弁２６を開弁し、第２リム吐水口１６による第２リム吐水を行うよう
にしてもよいし、流量センサ７６が検知した情報に基づいて貯水タンク１８から加圧ポン
プ２０を経て第１リム吐水口１４に供給される所定量の洗浄水を検知し、第２リム吐水用
電磁弁２６を開弁し、第２リム吐水口１６による第２リム吐水を行うようにしてもよい。
これらにより、便器本体２の第２リム吐水口１６及びジェット吐水口１２のそれぞれから
の同時吐水を容易に行うことができ、貯水タンク１８から便器本体２に吐水される吐水量
に応じた吐水制御が可能となる。
【００６１】
　また、例えば、他の変形例として、水洗大便器１の陶器製の便器本体２における洗浄水
の流路の圧力損失を計測し、その圧力損失に応じて加圧ポンプのインペラの回転数を制御
するようにしてもよい。この変形例について、図５にて説明する。図５は、本発明の第１
実施形態の変形例による水洗大便器の圧力損失に応じた動作を示すフローチャートである
。
　まず、コントローラ３６は、加圧ポンプ２０のインペラ６４を回転させるとともに、そ
の回転時間のカウントを開始する（ステップＳ５０２）。次に、コントローラ３６は、タ
イマー３６ａが計測した時間や、上端フロートスイッチ５８及び下端フロートスイッチ６
０が検知した情報に基づき、貯水タンク１８内に洗浄水量があるか否かを判定する（ステ
ップＳ５０４）。
　貯水タンク１８内に洗浄水量がある場合（ステップＳ５０４：Ｙｅｓ）、加圧ポンプ２
０のインペラ６４を回転させ続ける（ステップＳ５０２）。一方、貯水タンク１８内に洗
浄水量がない場合（ステップＳ５０４：Ｎｏ）、加圧ポンプ２０のインペラ６４を停止さ
せる（ステップＳ５０６）。その後、加圧ポンプ２０のインペラ６４の回転時間のカウン
トを停止する（ステップＳ５０８）。
　次に、コントローラ３６は、インペラ６４の回転時間のカウントが規定値に達している
か否かを判定する（ステップＳ５１０）。インペラ６４の回転時間のカウントが規定値に
達していない場合（ステップＳ５１０：Ｎｏ）、コントローラ３６は、低圧力損失用のプ
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ログラムを適用し、インペラ６４の回転数を制御する（ステップＳ５１２）。一方、イン
ペラ６４の回転時間のカウントが規定値に達している場合（ステップＳ５１０：Ｙｅｓ）
、コントローラ３６は、高圧力損失用のプログラムを適用し、インペラ６４の回転数を制
御する（ステップＳ５１４）。
　次に、コントローラは、貯水タンク給水用電磁弁２４を開弁して貯水タンク１８内へ洗
浄水を給水し（ステップＳ５１６）、上端フロートスイッチ５８及び下端フロートスイッ
チ６０により貯水タンク１８内へ所定量の洗浄水量があるか否かを判定し（ステップＳ５
１８）、所定量の洗浄水がない場合（ステップＳ５１８：Ｎｏ）、貯水タンク１８内へ洗
浄水を給水し続ける（ステップＳ５１６）。貯水タンク１８内へ所定量の洗浄水量が貯ま
った段階で（ステップＳ５１８：Ｙｅｓ）、貯水タンク給水用電磁弁２４を閉弁して、貯
水タンク１８内への給水を停止する（ステップＳ５２０）。
　これにより、例えば、給水源から供給される洗浄水の流動圧力が変動した際や、便器本
体２の流路内における圧力損失により瞬間流量が変動した際にも、それら変動に応じてイ
ンペラ６４の回転数の制御をすることができる。したがって、加圧ポンプ２０による吐水
をより安定させることができるとともに、変動に応じた制御により無駄水の発生を抑制す
ることができる。
【００６２】
　さらに、本実施形態による水洗大便器１によれば、加圧ポンプ２０により加圧されて貯
水タンク１８から便器本体２に吐水された洗浄水量を検知し、その検知した信号をコント
ローラ３６に出力する吐水量検知手段である水位センサとして、上端フロートスイッチ５
８及び下端フロートスイッチ６０がそれぞれ貯水タンク１８内に配置されている。
　したがって、時刻ｔ１以後、加圧ポンプ２０の作動により貯水タンク１８内の水位が上
端フロートスイッチ５８の位置よりも低下して上端フロートスイッチ５８がオフになった
後、時刻ｔ１２付近で貯水タンク１８内の水位が下限水位Ｗ２を下回り、下端フロートス
イッチ６０がオンとなると、第１シーケンスにおいて加圧ポンプ２０により第１リム吐水
口１４に吐水された吐水量と第１シーケンスにおいて加圧ポンプ２０によりジェット吐水
口１２に吐水された吐水量との総吐水量を検知することができる。よって、コントローラ
３６が、この検知した吐水量に基づいて、時刻ｔ１３～ｔ１４までの第３シーケンスにお
いて、第２リム吐水用電磁弁２６を開弁することにより、第２リム吐水口１６による所定
量の吐水を実行することができるため、貯水タンク１８から便器本体２に吐水される吐水
量に応じたコントローラ３６による吐水制御が可能となる。
　さらに、貯水タンク１８から洗浄水がオーバーフローすることを抑制することができる
。
【００６３】
　さらに、本実施形態による水洗大便器１によれば、時刻ｔ１～ｔ３までの第１シーケン
スにおいて、貯水タンク給水用電磁弁２４のみを開弁している場合には、給水源から供給
された洗浄水を貯水タンク１８から加圧ポンプ２０を経由させることにより便器本体２の
第１リム吐水口１４に安定した吐水を行うことができる。また、時刻ｔ１４～ｔ１７まで
の間、貯水タンク給水用電磁弁２４のみを開弁している場合には、給水源から貯水タンク
１８に安定した給水を行うことができる。
　一方、時刻ｔ１３～ｔ１４までの第３シーケンスにおいて、第２リム吐水用電磁弁２６
のみを開弁している場合には、給水源から供給された洗浄水を貯水タンク１８及び加圧ポ
ンプ２０を経由させることなく第２リム吐水口１６に安定した吐水を行うことができる。
【００６４】
　また、本実施形態による水洗大便器１によれば、加圧ポンプ２０と第１リム吐水口１４
との間の第１リム側給水路４６の途中には、第１リム吐水口１４から吐水される洗浄水の
瞬間流量Ｑ１を検知する流量センサ７６が設けられており、この流量センサ７６が検知し
た信号がコントローラ３６に送信され、第１リム吐水口１４における吐水量が所定量にな
るように加圧ポンプ２０が制御されるため、貯水タンク１８内の水位を検知するよりも正
確に貯水タンク１８から便器本体２の第１リム吐水口１４に吐水される吐水量に応じたコ
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ントローラ３６による吐水制御が可能となる。なお、本実施形態においては、第１リム吐
水口１４から吐水される洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサ７６により加圧ポンプ２
０を制御しているが、本発明はこのような形態に限定されるものではなく、例えば、第１
リム側給水路４６及び／又はジェット側給水路４８における洗浄水の流動圧力を検知する
センサによって加圧ポンプ２０を制御してもよい。また、ジェット吐水口１２から吐水さ
れる洗浄水の瞬間流量を検知する流量センサや、これらの組み合わせでもよい。
【００６５】
　つぎに、図６及び図７を参照して、本発明の第２実施形態による水洗大便器について説
明する。
　図６は、本発明の第２実施形態による水洗大便器を示す全体構成図であり、図７は、本
発明の第２実施形態による水洗大便器の基本動作を示すタイムチャートである。
　ここで、図６及び図７に示す本発明の第２実施形態による水洗大便器１００において、
本発明の第１実施形態による水洗大便器１の部分と同一部分については同一の符号を付し
、これらの説明は省略し、異なる部分のみについて説明する。
　まず、図６に示すように、第１実施形態の水洗大便器１では、第１リム吐水口１４及び
第２リム吐水口１６の２つの吐水口を備えている構造に対し、図６に示すように、第２実
施形態による水洗大便器１００においては、便器本体１０２に単一のリム吐水口１１４が
形成されている構造が、第１実施形態の水洗大便器１の構造と異なっている。
　また、第１実施形態の水洗大便器１では、定流量弁２２から貯水タンク１８へ導く貯水
タンク側給水路４２に設けられた貯水タンク給水用電磁弁２４と、定流量弁２２から第２
リム吐水口１６へ導く第２リム側給水路５２に設けられた第２リム吐水用電磁弁２６とに
よる２つの電磁弁を備えている機能部６の構造に対し、第２実施形態による水洗大便器１
００においては、定流量弁２２と貯水タンク１８との間の給水路１４２に単一の電磁弁１
２４が設けられている機能部１０６の構造が、第１実施形態の水洗大便器１の構造とは異
なっている。
　さらに、第１実施形態の水洗大便器１では、第１リム吐水口１４に導く第１リム側給水
路４６と、第２リム吐水口１６に導く第２リム側給水路５２とがそれぞれ独立して設けら
れている構造に対し、第２実施形態による水洗大便器１００では、加圧ポンプ２０のリム
側排出部７２からリム吐水口１１４側へ延びるリム側給水路１４６と、給水路１４２の電
磁弁１２４の下流側から分岐してリム吐水口１１４側へ導くリム側給水路１５２とを備え
ており、これらのリム側給水路１４６，１５２が、互いに下流側で合流した後、リム吐水
口１１４に導かれるようになっている構造が、第１実施形態の水洗大便器１の構造とは異
なっている。
【００６６】
　また、本発明の第２実施形態による水洗大便器１００においては、リム側給水路１４６
が、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０と第１バキュームブレーカ１３０とを接続する第
１流路１４６ａと、リム吐水口１１４と第１バキュームブレーカ１３０とを接続する第第
２流路１４６ｂとを備えていると共に、リム側給水路１５２が、電磁弁１２４と第２バキ
ュームブレーカ１３４とを接続する第１流路１５２ａと、リム吐水口１１４と第２バキュ
ームブレーカ１３４とを接続する第２流路１５２ｂとを備えている。
　これらにより、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０からリム側給水路１４６を経てリム
吐水口１１４に吐水される場合には、第２バキュームブレーカ１３４がリム側給水路１５
２の第１流路１５２ａを閉止して、リム側給水路１４６の第２流路１４６ｂからリム吐水
口１１４よりボウル部８へ吐水することができるようになっている。
　一方、電磁弁１２４からリム側給水路１５２を経てリム吐水口１１４に吐水される場合
には、第１バキュームブレーカ１３０がリム側給水路１４６の第１流路１４６ａを閉止し
て、リム側給水路１５２の第２流路１５２ｂからリム吐水口１１４よりボウル部８へ吐水
することができるようになっている。
【００６７】
　つぎに、図６及び図７を参照して、上述した本発明の第２実施形態による水洗大便器１



(17) JP 6621049 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

００の動作（作用）について説明する。
　まず、図７に示すように、待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）では、貯水タンク１８内の洗浄
水の水位が、オーバーフロー流路５４の上端５４ａに相当する満水水位Ｗ０よりも下方の
所定の上限水位Ｗ１にあり、この水位Ｗ１が上端フロートスイッチ５８に達しているため
、上端フロートスイッチ５８がオンしている。
　そして、時刻ｔ１で、使用者が便器洗浄スイッチ（図示せず）を操作すると、コントロ
ーラ３６は、電磁弁１２４に信号を送信して開弁させる。
　また、コントローラ３６の制御により加圧ポンプ２０がオンし、１回目のリム吐水口１
１４によるリム吐水（前リム洗浄）が開始され、その後の時刻ｔ３までの間、コントロー
ラ３６が第１シーケンスを実行する。この第１シーケンスの実行により、貯水タンク１８
内の洗浄水が加圧ポンプ２０を経てリム側給水路１４６に供給され、リム吐水口１１４か
ら所定量の洗浄水が吐出される。
　ここで、電磁弁１２４は、時刻ｔ１～ｔ１９まで開弁し、水道から供給された洗浄水が
止水栓３８及びストレーナ４０を経て定流量弁２２に流入する。
　さらに、定流量弁２２では、水道の給水圧力が高い場合には、通過する洗浄水の流量が
所定流量に制限され、給水圧力が低い場合には、洗浄水は流れを制限されることなくその
まま通過される。そして、定流量弁２２を通過した洗浄水は、電磁弁１２４を通過し、給
水路１４２を流れ、貯水タンク給水用バキュームブレーカ２８を通過し、貯水タンク１８
内に流入する。
　同時に、定流量弁２２を通過した洗浄水の一部は、電磁弁１２４を通過した後、リム側
給水路１５２に分流し、リム吐水口１１４からリム吐水される。
【００６８】
　さらに、時刻ｔ１で加圧ポンプ２０がオンすると、インペラ６４が逆転方向に回転し、
インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が時刻ｔ２で所定回転数Ｎ１０１［ｒｐｍ］に達する
まで加速する。
　そして、インペラ４６は、時刻ｔ２以後、一定の所定回転数Ｎ１０１で逆転方向に回転
し、時刻ｔ３で加圧ポンプ２０がオフとなり、インペラ６４が減速する。その後、時刻ｔ
４でインペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が０となり、加圧ポンプ２０が実質的に停止する
。
　このような時刻ｔ１～時刻ｔ４までの加圧ポンプ２０のインペラ６４の逆転方向の回転
により、貯水タンク１８内の洗浄水が洗浄水管路６６を経て加圧ポンプ２０の吸入部６８
からケーシング６２内に吸入された後、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０からリム側給
水路１４６に圧送される。そして、リム側給水路１４６，１５２から合流した洗浄水は、
リム吐水口１１４から所定の瞬間流量Ｑ１０１［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ１０１＝１０
Ｌ／ｍｉｎ）でリム吐水（図７参照）として吐出される。リム吐水口１１４から吐出され
た洗浄水はボウル部８内を旋回しながら下方へ流下し、ボウル部８の内壁面が洗浄される
。
　なお、リム側給水路１４６，１５２の合流した洗浄水の瞬間流量Ｑ１０１は流量センサ
１７６によって検知され、この検知した信号がコントローラ３６に送信され、リム吐水口
１１４における吐水量が所定量になるように加圧ポンプ２０が制御される。
【００６９】
　さらに、インペラ６４が逆転方向に回転している間（ｔ１～ｔ４）は、加圧ポンプ２０
のジェット側排出部７２からジェット給水路４８に洗浄水が供給されないため、ジェット
吐水口１２からのジェット吐水（図７参照）も行われない。
　また、図７に示すように、時刻ｔ１以後、加圧ポンプ２０の作動により貯水タンク１８
内の水位が、上端フロートスイッチ５８の位置よりも低下するため、上端フロートスイッ
チ５８がオフとなる。一方、下端フロートスイッチ６０は、貯水タンク１８内の水位が所
定の下限水位Ｗ２よりも上回っているため、オフの状態となっている。
【００７０】
　つぎに、図７に示すように、時刻ｔ５～ｔ１１では、コントローラ３６が第２シーケン
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スを実行し、貯水タンク１８内の洗浄水が加圧ポンプ２０を経てリム側給水路１４６及び
ジェット側給水路４８のそれぞれに供給され、リム吐水口１１４から所定量の洗浄水が吐
出される２回目のリム吐水による洗浄（中リム洗浄）が行われると共に、ジェット吐水口
１２から所定量の洗浄水が吐出されるジェット吐水による洗浄が行われる。
　ここで、リム吐水口１１４におけるリム吐水については、電磁弁１２４を通過し、リム
側給水路１５２に分流してリム吐水口１１４から吐出されるリム吐水も含まれる。
　具体的には、時刻ｔ５でコントローラ３６の制御により再び加圧ポンプ２０がオンし、
加圧ポンプ２０のインペラ６４は、正転方向に回転し、インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ
］が時刻ｔ６で所定回転数Ｎ１０２［ｒｐｍ］に達するまで加速した後、時刻ｔ７まで一
定の所定回転数Ｎ１０２［ｒｐｍ］で正転方向に回転する。なお、この所定回転数Ｎ１０
２は、時刻ｔ２～ｔ３までの所定回転数Ｎ１０１よりも小さく設定される。
【００７１】
　なお、時刻ｔ３で加圧ポンプ２０がオフとなり、第１シーケンスが終了し、時刻ｔ５で
加圧ポンプ２０が再びオンとなり、第２シーケンスが開始するまでの時間（ｔ５－ｔ３）
は、加圧ポンプ２０のインペラ６４が逆転方向の回転から正転方向の回転に切り替わるま
でのタイムラグ（ｔ５－ｔ３）であり、このタイムラグ（ｔ５－ｔ３）においては、例え
ば、０．５ｍｓｅｃに設定される。この間、特に、時刻ｔ４では、インペラ６４が実質的
に停止しても、貯水タンク１８と加圧ポンプ２０との間の洗浄水管路６６の途中のフラッ
パー弁７４により、加圧ポンプ２０のケーシング６２内の洗浄水が洗浄水管路６６から貯
水タンク１８に逆流し、加圧ポンプ２０のケーシング６２内の洗浄水が抜けて、加圧ポン
プ２０の始動時にケーシング６２内の呼び水がなくなるのが防止される。
【００７２】
　さらに、時刻ｔ７～ｔ８では、インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐｍ］が所定回転数Ｎ１０
１［ｒｐｍ］よりも大きい最大の所定回転数Ｎ１０３［ｒｐｍ］に達するまでインペラ６
４が加速し、時刻ｔ８～ｔ９では、インペラ６４が一定の所定回転数Ｎ１０３［ｒｐｍ］
で正転方向に回転する。
　また、時刻ｔ９～ｔ１０では、インペラ６４は、最大の所定回転数Ｎ１０３［ｒｐｍ］
から所定回転数Ｎ１０１まで減速し、時刻ｔ１０～ｔ１１では、インペラ６４が一定の所
定回転数Ｎ１０１［ｒｐｍ］で正転方向に回転する。そして、時刻ｔ１１で加圧ポンプ２
０がオフとなり、インペラ６４が減速し、その後の時刻ｔ１２でインペラ６４の回転数Ｎ
［ｒｐｍ］が０となり、加圧ポンプ２０が実質的に停止する。
【００７３】
　すなわち、これらの時刻ｔ５～ｔ１１の第２シーケンスによる加圧ポンプ２０の動作に
より、時刻ｔ５で２回目のリム吐水口１１４によるリム吐水が開始されると共に、１回目
のジェット吐水口１２によるジェット吐水が開始されると、貯水タンク１８内の洗浄水が
洗浄水管路６６を経て加圧ポンプ２０の吸入部６８からケーシング６２内に吸入された後
、加圧ポンプ２０のリム側排出部７０及びジェット側排出部７２のそれぞれから、第１リ
ム側給水路４６及びジェット側給水路４８のそれぞれに圧送される。
　同時に、定流量弁２２を通過した洗浄水の一部についても、電磁弁１２４を通過した後
、リム側給水路１５２に分流し、リム吐水口１１４からリム吐水される。
　すなわち、リム側給水路１４６，１５２のそれぞれの洗浄水は、下流側で合流した後、
リム吐水口１１４から所定の瞬間流量Ｑ１０２［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ１０２＝６Ｌ
／ｍｉｎ）でリム吐水（図５参照）として吐出される。リム吐水口１１４から吐出された
洗浄水はボウル部８内を旋回しながら下方へ流下し、ボウル部８の内壁面が洗浄される。
　なお、リム側給水路１４６，１５２の合流した洗浄水の瞬間流量Ｑ１０２は流量センサ
１７６によって検知され、この検知した信号がコントローラ３６に送信され、リム吐水口
１１４における吐水量が所定量になるように加圧ポンプ２０が制御される。
　同時に、ジェット側給水路４８の洗浄水は、ジェット吐水口１２から所定の瞬間流量Ｑ
１０３［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ１０３＝８５Ｌ／ｍｉｎ）でジェット吐水（図４参照
）として吐出され、排水トラップ管路１０内に流入し、排水トラップ管路１０を満水にし
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てサイホン現象を引き起こす。このサイホン現象により、ボウル部８内の溜水及び汚物は
、排水トラップ管路１０に吸引され、排水管Ｄから排出される。
【００７４】
　なお、本実施形態では、時刻ｔ５～ｔ１１の間の第２シーケンスにおいて、リム吐水口
１１４からリム吐水を行う例について説明しているが、変形例として、時刻ｔ５～ｔ１１
の間の第２シーケンスにおいて、リム吐水口１１４のリム吐水を一切行わず、ジェット吐
水口１２のジェット吐水のみを行うようにして、節水化を行ってもよい。
【００７５】
　つぎに、時刻ｔ１３でコントローラ３６の制御により再び加圧ポンプ２０がオンし、加
圧ポンプ２０のインペラ６４は、再び逆転方向に回転し、インペラ６４の回転数Ｎ［ｒｐ
ｍ］が時刻ｔ１４で所定回転数Ｎ１０１［ｒｐｍ］に達するまで加速した後、時刻ｔ１５
まで一定の所定回転数Ｎ２［ｒｐｍ］で逆転方向に回転する。そして、時刻ｔ１５で加圧
ポンプ２０がオフとなり、インペラ６４が減速し、その後の時刻ｔ１６でインペラ６４の
回転数Ｎ［ｒｐｍ］が０となり、加圧ポンプ２０が実質的に停止し、以後、次の２回目の
便器洗浄が開始されるまで、加圧ポンプ２０は停止状態が維持される。
　これにより、時刻ｔ１３～ｔ１５において、リム側給水路１４６，１５２のそれぞれか
らリム吐水口１１４に供給された所定量の洗浄水が吐出される３回目のリム吐水による洗
浄（後リム洗浄）が所定の瞬間流量Ｑ１０４［Ｌ／ｍｉｎ］（例えば、Ｑ１０４＝６Ｌ／
ｍｉｎ）で行われる第３シーケンスが実行される。
【００７６】
　つぎに、時刻ｔ１６でリム吐水による洗浄（後リム洗浄）が終了し、第３シーケンスが
終了した後、時刻ｔ１６付近で貯水タンク１８内の水位が下限水位Ｗ２を下回ると、下端
フロートスイッチ６０がオンとなるが、このとき、電磁弁１２４が継続して開弁しており
、給水路１２４から貯水タンク１８への給水が継続して行われているため、時刻ｔ１７で
貯水タンク１８内の水位が下限水位Ｗ２よりも上昇し、フロートスイッチ６０が再びオフ
となる。
　さらに、電磁弁１２４が時刻ｔ１９まで継続して開弁していることにより、貯水タンク
１８内の水位が上昇して、時刻ｔ１８で所定の上限水位Ｗ１に達すると、上端フロートス
イッチ５８がオンとなる。
　そして、時刻ｔ１９において、電磁弁１２４が閉弁し、貯水タンク１８がほぼ満水状態
となり、時刻ｔ１９以後については、次の２回目の便器洗浄が開始されるまで、上述した
元の待機状態（時刻ｔ０～ｔ１）と同様な状態となる。
【００７７】
　なお、上述したように、本実施形態では、加圧ポンプ２０が真空ポンプとは異なる遠心
ポンプであり、ケーシング６２内に呼び水がない状態ではポンプ機能が果たせなくなるた
め、次回の便器洗浄を開始する際には、貯水タンク１８内に十分な洗浄水量を貯水すると
共に、呼び水等により必ず加圧ポンプ２０のケーシング６２内を水で満たした状態にして
から作動させることはもちろん、加圧ポンプ２０を非常停止した後に復帰動作を行う際に
も、必ずケーシング６２内を洗浄水で満たした状態にしてから作動するようにする。
【００７８】
　上述した本発明の第２実施形態による水洗大便器１００によれば、加圧ポンプ２０が、
正転方向及び逆転方向の双方向に回転可能なインペラ６４を備えた回転可逆遠心ポンプで
あるため、インペラ６４が逆転方向に回転している場合には、貯水タンク１８内の洗浄水
を加圧ポンプ２０のリム側排出部７０に吐水し、便器本体１０２のリム吐水口１１４から
吐水してリム洗浄を実行することができる。
　一方、インペラ６４が正転方向に回転している場合には、貯水タンク１８内の洗浄水を
加圧ポンプ２０のリム側排出部７０及びジェット側排出部７２の双方に吐水し、便器本体
１０２のリム吐水口１１４及びジェット吐水口１２のそれぞれから吐水してリム洗浄及び
ジェット洗浄の双方を実行することができる。
　したがって、給水源である水道に直結された便器本体２に供給される洗浄水の流動圧力
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が低水圧環境下（例えば、０．０５ＭＰａ未満）においても、加圧ポンプ２０による吐水
により安定した吐水を行うことができる。
　また、加圧ポンプ２０として、正転方向及び逆転方向の双方向に回転可能なインペラ６
４を備えた回転可逆遠心ポンプを用いているため、加圧ポンプ２０による吐水のみでリム
吐水とジェット吐水を容易に行うことができる。
　さらに、貯水タンク１８から便器本体２０のリム吐水口１１４とジェット吐水口１２に
供給する洗浄水の流量を調整するための手段を加圧ポンプ２０以外に用いる必要がなく、
これらの加圧ポンプ２０以外の手段に要する占有スペースを削減することができるため、
水洗大便器１の全体を小型化することができる。
【００７９】
　また、本実施形態による水洗大便器１００によれば、コントローラ３６が貯水タンク１
８からリム吐水口１１４に所定量の洗浄水を吐水させるように加圧ポンプ２０を制御する
第１シーケンスを実行した後、貯水タンク１８からリム吐水口１１４及びジェット吐水口
１２の双方に所定量の洗浄水を吐水させるように加圧ポンプ２０を制御する第２シーケン
スを実行することにより、リム吐水とジェット吐水を同時に行うことができるため、便器
本体２の便器洗浄におけるサイホン作用の持続性を高めることができる。
【００８０】
　また、本実施形態による水洗大便器１００によれば、加圧ポンプ２０とリム吐水口１１
４との間に設けられた流量センサ１７６がリム吐水口１１４から吐水される洗浄水の瞬間
流量Ｑ１０１，Ｑ１０２を検知することができ、この流量センサ１７６が検知した信号が
コントローラ３６に送信され、リム吐水口１１４における吐水量が所定量になるように加
圧ポンプ２０が制御されるため、貯水タンク１８内の水位を検知するよりも正確に貯水タ
ンク１８から便器本体１０２のリム吐水口１１４に吐水される吐水量に応じたコントロー
ラ３６による吐水制御が可能となる。
【符号の説明】
【００８１】
　　　１　　　　水洗大便器
　　　２　　　　便器本体
　　　４　　　　局部洗浄装置
　　　６　　　　機能部
　　　８　　　　ボウル部
　　１０　　　　排水トラップ管路
　　１０ａ　　　入口部
　　１０ｂ　　　トラップ上昇管
　　１０ｃ　　　トラップ下降管
　　１０ｄ　　　頂部
　　１２　　　　ジェット吐水口（ジェット吐水部）
　　１４　　　　第１リム吐水口（リム吐水部）
　　１６　　　　第２リム吐水口（リム吐水部）
　　１８　　　　貯水タンク
　　２０　　　　加圧ポンプ（回転可逆ポンプ）
　　２２　　　　定流量弁
　　２４　　　　貯水タンク給水用電磁弁（第１弁手段）
　　２６　　　　第２リム吐水用電磁弁（第２弁手段）
　　２８　　　　貯水タンク給水用バキュームブレーカ
　　３０　　　　第１リム給水用バキュームブレーカ
　　３２　　　　ジェット給水用バキュームブレーカ
　　３４　　　　第２リム給水用バキュームブレーカ
　　３６　　　　コントローラ（制御手段）
　　３６ａ　　　タイマー
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　　３８　　　　止水栓
　　４０　　　　ストレーナ
　　４２　　　　貯水タンク側給水路
　　４４　　　　戻り管路
　　４６　　　　第１リム側給水路（リム吐水部）
　　４６ａ　　　第１リム側給水路の第１流路
　　４６ｂ　　　第１リム側給水路の第２流路
　　４８　　　　ジェット側給水路
　　５０　　　　戻り管路
　　５２　　　　第２リム側給水路（リム吐水部）
　　５２ａ　　　第２リム側給水路の第１流路
　　５２ｂ　　　第２リム側給水路の第２流路
　　５４　　　　オーバーフロー流路
　　５４ａ　　　オーバーフロー流路の上端
　　５４ｂ　　　オーバーフロー流路の下端
　　５６　　　　フラッパー弁
　　５８　　　　上端フロートスイッチ（吐水量検知手段、水位センサ）
　　６０　　　　下端フロートスイッチ（吐水量検知手段、水位センサ）
　　６２　　　　ケーシング
　　６４　　　　インペラ（羽根車）
　　６６　　　　洗浄水管路
　　６８　　　　吸入部
　　７０　　　　リム側排出部
　　７２　　　　ジェット側排出部
　　７４　　　　フラッパー弁
　　７６　　　　流量センサ
　１００　　　　水洗大便器
　１０２　　　　便器本体
　１０６　　　　機能部
　１１４　　　　リム吐水口（リム吐水部）
　１２４　　　　電磁弁（第１弁手段）
　１３０　　　　第１バキュームブレーカ
　１３４　　　　第２バキュームブレーカ
　１４６　　　　第１リム側給水路（リム吐水部）
　１４６ａ　　　リム側給水路の第１流路
　１４６ｂ　　　リム側給水路の第２流路
　１５２　　　　リム側給水路（リム吐水部）
　１５２ａ　　　リム側給水路の第１流路
　１５２ｂ　　　リム側給水路の第２流路
　１７６　　　　流量センサ
　　　Ｎ　　　　インペラの回転数
　　　Ｎ１　　　インペラの回転数
　　　Ｎ２　　　インペラの回転数
　　　Ｎ３　　　インペラの回転数
　　　Ｎ１０１　インペラの回転数
　　　Ｎ１０２　インペラの回転数
　　　Ｎ１０３　インペラの回転数
　　　Ｑ　　　　瞬間流量
　　　Ｑ１　　　瞬間流量
　　　Ｑ２　　　瞬間流量
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　　　Ｑ３　　　瞬間流量
　　　Ｑ４　　　瞬間流量
　　　Ｑ５　　　瞬間流量
　　　Ｑ１０１　瞬間流量
　　　Ｑ１０２　瞬間流量
　　　Ｑ１０３　瞬間流量
　　　Ｑ１０４　瞬間流量
　　　Ｑ１０５　瞬間流量

【図１】 【図２】



(23) JP 6621049 B2 2019.12.18

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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